
【背景】高齢層においても、スマホの普及が急速に進む

【調査概要】
・関東１都６県に在住、60・70代

・性年齢及び居住地の都市規模に応じて割付
・訪問留置法を用いて実査
・2021年1月．サンプル数は506.

【分析の流れ】ICTサービス利用の有無等を基に、

①因子・クラスタ分析を実施．
②所属クラスタを目的変数とした数量化理論第Ⅱ類分析により、
ICTサービス利用傾向とユーザ属性との関係を考察．

【倫理的配慮】当調査は、調査員が回答者に対し、調査内容の

説明等を実施し、承諾を得た方のみに回答を依頼

【調査結果】ICT機器で利用する14のサービスを利用の有無

「情報検索」は8割、「メール」は7割を超える利用率
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図3 シニアのICTサービス利用状況

因子

基本 応用

情報の検索 0.80 0.25

地図・乗換案内・ナビゲーションサービス 0.74 0.37

電子メールの送受信 0.38 0.33

アプリやwebでおこなうゲーム 0.26 0.21

動画や音楽などを視聴できるサービス 0.30 0.58

ソーシャルメディアの更新や発信 0.35 0.56

品物を注文し、配達されるサービス 0.32 0.49

災害情報を知らせてくれるサービス 0.27 0.36

健康に関連したアドバイスを受けることができるサービ
ス 0.09 0.34

株、信託などの投資ができるサービス 0.16 0.28

因子抽出法: 主因子法
回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法

表１ 因子分析結果

《因子分析》
第一因子「基本サービス」、第二因子「応用サービス」を抽出

表２ クラスタ分析結果

《クラスタ分析》
二因子を基にクラスタ分析を実施。二因子ともに正の値「積極派」、
基本サービスのみ正の値「ベーシック」、二因子とも負の値「消極派」

クラスタ

ベーシック 消極派 積極派

因
子

基本 0.56 -1.13 0.57

応用 -0.40 -0.38 1.08

サンプル数 202 168 134

構成比 40.1% 33.3% 26.6%

《数量化理論第Ⅱ類》
目的変数・・クラスタ分析結果より3群

説明変数・・ライフスタイル、ICT関連、属性 12変数

判別的中率は80.2％ 相関比η2＝0.24（1軸）
判別グラフより1軸は2群：消極派と3群積極派に分ける

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

1群：ベーシック 2群：消極派 3群：積極派
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図5 カテゴリースコア
【考察】
・ICTサービス利用「積極派」は、年齢（若年）より「日々の活動」の関

係性が強い
・「日々の活動」の中で「地域活動」或いは「カルチャースクール」の
どちらか一方でも参加している人、すなわち何かしらの組織に属してい
場合にICTサービス「積極派」の傾向

・今後、シニア全体へのＩＣＴサービス利活用を考えると、「日々の活
動」において（外部組織に属していないが人との交流が活発な）「仲間
家族中心派」、（人との交流もあまり実施していない）「消極派」への
浸透が必要
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・高齢者がインターネットを友人や家族とのコミュニケーションに利用
する人は健康自己評価、幸福感がともに高い1).

・ただ、高齢者のネット利用が増加しているのは、同じ出生コホート内
で利用率が増えているのではなく、利用率の高い若いコホートの入替
に伴う見かけの増加に過ぎない2)

【目的】高齢層（本稿では60代，70代を対象とする）の

中で、ICTサービスを「利活用している人」と
「利用していない人」の特性を明らかにする


